
Ｊ
Ｒ
不

採
用
問
題

の
解
決
案

を
、
民
主
・

社
民
・
国

民
新
党
と

公
明
党
の

四
党
は
、

三
月
十
八

日
、
国
鉄

債
務
を
引

き
継
い
だ
、

独
立
行
政

法
人
「
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支

援
機
構
」
な
ど
相
手
取
っ
た
損
害
賠
償

請
求
訴
訟
の
原
告
で
あ
る
組
合
員
や
家

族
に
対
し
、
一
世
帯
当
た
り
二
四
〇
六

万
五
千
円
の
和
解
金
を
支
払
う
な
ど
の

解
決
案
を
政
府
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

政
府
は
組
合
員
の
就
職
を
仲
介
す
る

た
め
、
Ｊ
Ｒ
各
社
に
約
二
〇
〇
人
の
雇

用
を
要
請
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
「
四

党
解
決
案
」
概
要
に
示
さ
れ
た
と
う
り

で
す
。

三
月
十
八
日
に
「
四
者

四
団
体
」
に
よ
る
共
同
声

明
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
中
の
最
後
の
部
分
で

こ
う
書
か
れ
て
あ
り
ま
し

た
。解

決
案
は
、
こ
の
間
四

者
・
四
団
体
が
求
め
て
い

た
「
路
頭
に
迷
わ
せ
な
い

解
決
」
を
考
慮
し
た
内
容

で
あ
り
、
和
解
す
る
方
向

で
協
議
し
た
い
。

本
問
題
の
解
決
は
、
司

法
の
場
で
の
決
着
で
は
な

く
「
人
権
・
人
道
問
題
」

と
し
て
の
解
決
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
政

府
は
引
き
続
き
、
本
日
与

党
三
党
が
提
出
し
た
解
決

案
に
基
づ
い
て
関
係
機
関

と
実
務
的
な
調
整
を
図
り

速
や
か
に
解
決
に
至
る
よ

う
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
強

く
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
あ
り
ま
し
た
。
一
刻

も
早
く
政
治
的
解
決
に
向

け
て
、
全
組
合
員
の
団
結

を
さ
ら
に
強
く
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
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三
月
二
十
三
日
現
在
の
春
闘
回
答
状
況

で
す
。
貨
物
会
社
は
、
二
十
五
日
の
最
終

回
答
で
、
定
期
昇
給
の
取
り
扱
い
と
し
て

①

十
月
一
日
実
施
に
先
送

り
と
す
る
。

（
昇
給
号
俸
は
四
号
と
す
る
）
②
五
十
五

歳
到
達
社
員
の
賃
金
開
廷
措
置
と
し
て
基

本
給
に
千
三
百
円
加
算
、
実
施
日
は
十
月

一
日
と
す
る
。
と
い
う
回
答
状
況
で
し
た
。

会
社
は
、
十
一
年
連
続
の
ベ
ア
ゼ
ロ
を

回
答
し
ま
し
た
。
厳
し
い
生
活
実
態
の
中

で
、
手
当
に
つ
い
て
は
、
超
低
額
の
回
答

が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
状
況
下
で
こ
の

回
答
は
、
断
じ
て
許
せ
ま
せ
ん
。

東
日
本
に
つ
い
て
は
、
①
定
期
昇
給
四

号
棒
以
内
②
夏
季
手
当
は
基
準
内
賃
金
の

２
・
７
ヶ
月
の
回
答
で
し
た
。

貨
物
会
社
の
賃
金
・
手
当
の
減
額
に
対

し
て
職
場
か
ら
怒
り
も
っ
て
抗
議
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
客
・
貨
一
体
と
な
っ
た
闘

い
で
、
会
社
を
追
い
込
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。
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４月１日から、３名の方々は、長野地本から新潟

地本に所属が変わりました。よろしくお願いします。


